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羅
臼
町
防
災
訓
練
が
終
了
し
ま
し
た

　
役
場
を
含
め
た
、
羅
臼
海
上
保
安
署
、
陸
上
自
衛
隊
第
３
０
２
沿
岸
監
視
隊
、
羅

臼
駐
在
所
、
羅
臼
漁
協
、
知
床
ら
う
す
国
保
診
療
所
、
羅
臼
消
防
署
の
関
係
機
関
に

よ
る
訓
練
で
は
大
津
波
警
報
発
令
に
伴
う
注
意
喚
起
及
び
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
町
内
で
被

害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、

役
場
職
員
の
対
応
方
法
や
羅
臼

消
防
署
と
知
床
ら
う
す
国
保
診

療
所
に
よ
る
負
傷
者
受
入
訓
練

な
ど
も
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
ご
参
加
さ
れ
た
方
々
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
機
関
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
町
内
会
を
は
じ
め
、
各
小
中
学
校
、
羅
臼
高
校
、
幼
稚
園
や
福
祉
関
係
事

業
者
、
羅
臼
町
商
工
会
、
羅
臼
漁
協
の
ほ
か
、
一
般
企
業
の
参
加
を
頂
き
、
町
民
の

26
％
、
１
，
３
２
３
名
が
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
や
避
難
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

町
民
の
４
人
に
１
人
以
上
が
訓
練
に
参
加

関
係
機
関
も
災
害
時
の
情
報
伝
達
を
確
認

小学校のシェイクアウト訓練で
机の下に身を隠す児童

避難訓練で職員の指示に従い
避難している福祉施設利用者

図上訓練にて町内の被害状況等の情報を関係機関で伝達している様子

　
６
月
13
日
（
水
）
に
羅
臼
町
防
災
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
訓
練
当
日
は
雨
上
が
り
で
天
候
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
予
定
ど
お
り

訓
練
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
町
民
の
皆
さ
ん
周
知
の
防
災
訓
練
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
１
年

に
一
度
行
う
事
で
、
地
震
・
津
波
災
害
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
災
害
時
に
お
け

る
家
庭
で
の
備
え
を
再
確
認
す
る
目
的
を
も
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
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日
ご
ろ
か
ら
自
然
災
害
に
備
え
よ
う

　
最
近
発
表
さ
れ
た
地
震
長
期
評
価
で
は
過

去
の
津
波
の
痕
跡
か
ら
根
室
半
島
や
千
島

海
溝
で
発
生
す
る
地
震
発
生
間
隔
を
平
均

３
４
０
年
か
ら
３
８
０
年
と
し
、
今
後
30
年

以
内
に
起
こ
る
確
率
と
し
て
、
Ｍ
９
以
上
の

巨
大
地
震
が
７
％
～
40
％
、
Ｍ
８
は
70
％
、

Ｍ
７
に
つ
い
て
は
90
％
と
か
な
り
高
い
確
率

と
な
る
可
能
性
を
評
価
し
ま
し
た
。

　
既
に
前
回
の
地
震
か
ら
４
０
０
年
は
経
過

し
て
い
る
た
め
、
明
日
大
き
な
地
震
が
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
自
然
災
害
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
日
頃
か
ら
防
災
対
策
を
し
て

お
く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

　

前
号
の
広
報
誌
（
5
月
号
）
の
コ
ラ
ム
、「
防
災
知
識
第
10
弾
」
で
も
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、「
家
屋
の
安
全
確
認
」、「
持
出
品
の
チ
ェ
ッ
ク
」、「
災
害
時
の
連
絡
方

法
」、「
避
難
す
る
場
所
の
確
認
」
な
ど
家
族
で
と
る
べ
き
行
動
を
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
家
族
で
そ
れ
ぞ
れ
が
と
る
べ
き
行
動
を
確
認
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
災
害
に
対
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

地
震
・
津
波
の
可
能
性

普
段
の
備
え
が
大
事

※千島海溝沿いの評価対象領域。
　太枠はプレート間地震に関する評価対象領域となる。
　（出典：地震活動の長期評価(第三版)概要資料より）

（根室沖、色丹島・択捉島沖を抜粋）

（出典：地震活動の長期評価(第三版)概要資料より）

●今後30年以内の地震発生確率

●十勝沖から択捉島沖までの震源境界領域

評価対象地震 発 生 領 域 規　　模 確　　率

超巨大地震 十勝沖から択捉島沖 M8.8程度以上 7～40%

プレート間
巨大地震

根室沖
色丹島沖及び択捉島沖

M7.8～8.5程度
M7.7～8.5前後

70%程度
60%程度

ひとまわり小さい
プレート間地震

根室沖
色丹島沖及び択捉島沖

M7.0～7.5程度
M7.5程度

80%程度
90%程度

おさない
避難するときは…

かけない しゃべら
ない
もどらな

い
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羅
臼
町
産
業
振
興
基
本
条
例

に
基
づ
く
「
羅
臼
町
産
業
振
興

審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
５
月

30
日
（
水
）
に
７
名
の
審
議
会

委
員
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
近
年
の
社
会
情
勢
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
Ｉ
Ｔ
関
連
の
発
達
や
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
を
み
て

も
急
激
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
少
子
高
齢
化
の
影

響
は
人
口
減
少
や
担
い
手
不
足

等
に
拍
車
を
か
け
、
地
域
経
済

に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

羅
臼
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
の
低
迷
は
依
然
と
し
て
続
き
、

会
長
に
萬
屋 

昭
洋
氏（
羅
臼
漁
協
組
合
長
）が
就
任　

７月18日　羅臼町産業振興プロジェクト会議
７月下旬　第２回知床らうすの未来を考えるアンダー60創造会議
８月上旬　第２回知床らうすの未来を支えるオーバー60協力隊
９月下旬　羅臼町産業振興プロジェクト会議
10月中旬　羅臼町産業振興審議会
※作業部会と審議会は必要に応じ定期的に開催する。

↑協議形態のイメージ図

「　　　」と感じる町づくりを目指して…幸福

羅臼町産業振興審議会　発足
◆羅臼漁業協同組合　◆羅臼町商工会　◆（一社）知床羅臼町観光協会
◆釧路信用組合羅臼支店　◆羅臼町水産加工振興協会　◆羅臼地区営農推進組合
◆大地みらい信用金庫羅臼支店

構成団体
（７団体）

漁
業
に
依
存
し
て
い
る
当
町
の

将
来
は
危
機
的
状
況
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
の
審
議
会
は
、
ま
ち
の
重

大
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
産

業
の
振
興
」
を
図
る
た
め
、
必

要
な
産
業
振
興
施
策
に
焦
点
を

当
て
た
審
議
を
行
う
も
の
で
す
。

漁
協
・
商
工
会
・
観
光
協
会
を

は
じ
め
と
す
る
オ
ー
ル
羅
臼

（
７
団
体
）
で
構
成
さ
れ
、
本

年
11
月
中
の
町
長
へ
の
答
申
を

目
指
し
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

羅
臼
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
や
観
光
業
、
商
工
業
等
の
産

業
が
安
定
す
る
こ
と
は
、
産
業

の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
拡
大

等
へ
と
つ
な
が
り
、「
幸
福
」

と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
近

道
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
自
助
（
自
分
で
自
分
を
助

け
る
）・
共
助
（
お
互
い
に
助

け
合
う
）・
公
助
（
皆
で
助
け

合
う
）　
～
協
働
の
役
割
分
担

～
」
の
考
え
に
基
づ
い
た
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、

水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業

の
振
興
が
羅
臼
町
の
発
展
に
大

き
く
関
わ
る
と
い
う
こ
と
を
町

民
皆
様
と
共
有
し
、
羅
臼
町
の

発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
本
審
議
会
に
提
出

す
る
具
体
案
作
成
等
の
実
務
を

担
う
作
業
部
会
「
羅
臼
町
産
業

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
本
審

議
会
構
成
団
体
か
ら
２
～
３
名

を
推
薦
）
を
設
け
具
体
的
な
議

論
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
広
く

反
映
さ
せ
る
た
め
「
知
床
ら
う

す
の
未
来
を
考
え
る
ア
ン
ダ
ー

60
創
造
会
議
」「
知
床
ら
う
す

の
未
来
を
支
え
る
オ
ー
バ
ー
60

協
力
隊
」
の
意
見
等
を
ベ
ー
ス

に
、
羅
臼
に
必
要
な
産
業
振
興

策
に
つ
い
て
町
民
一
体
と
な
っ

て
探
っ
て
い
き
ま
す
。　

今後のスケジュール

羅臼町産業振興審議会
PDCA

羅臼町産業振興プロジェクト

❶❶

❷❷

❸❸

知床らうす未来を考える
アンダー 60創造会議

知床らうす未来を支えるオーバー 60協力隊

町長
（行政）

国・道・関係機関

❹❹
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ヒグマ情報は役場代表（TEL 87-2111）または産業創生課（TEL 87-2126）まで、お願いします。

できること　初期対応をする場合、特殊な道具を使用していますが、町民自身でも可能な取り組み
があります。皆さんに取り組んでいただくことができれば、ヒグマの出没も減少します
し、初期対応もスムーズに行うことができますので、ご協力宜しくお願いいたします。

◦自宅裏斜面のフキなどを刈り払い、見晴らしを良くする。
◦生ゴミは外にださない。干し魚は日中のみ外で干す。または、建物の２階に干す。
◦ヒグマを目撃したとき、出没情報を聞いたときは役場へ通報する。

　ヒグマは臆病な動物と言われ、ヒグマ自らが人間の生活圏を避け
て生活しています。稀に自宅裏の藪の中や道路脇で植物を食べたり、
道路を横断し海岸でヨコエビや海獣類の死体を食べたりします。そ
の場合は山へ帰ることがほとんどで、危険性は高くありません。し
かし、ヒグマは学習能力が高く、食べ物が有る場所へは何度も往来し、
そのまま放置すると、人の近くは恐くないと思い、居住区域内を堂々
と行動をするようになり非常に危険です。そのために、皆さんから

通報を受け、初期対応で人との距離が
近くならないよう、嫌がらせを行って
いるのです。
　問題は、外に出している生ゴミや干し魚などに餌付いてしまった
場合。これは非常に危険です。「人の家＝食べ物」と学習したヒグマ
は、１軒目で生ゴミや干し魚が撤去されたとしても、隣の家で物色し、
さらに隣の家へと渡り歩きます（図２）。十数キロ離れた場所までも
移動することも珍しくなく、さらにエスカレートした場合は建物の
中に侵入して荒らすこともあります（図３）。人がわざわざヒグマを
誘引し、問題グマを作り出していると言っても良いでしょう。

ヒグマを簡単に駆除しない理由

　羅臼町のヒグマ対応では、目撃や出没があっ
たからと言ってすぐに駆除はしません。まずは、
大きな音やヒグマの体へ痛みを与え、ヒグマを
追い払う作業を行い、人間のそばへ来てはダメ
だと学習させます。それでも頻繁に出没し、人
の生活環境を乱すヒグマやゴミ、干し魚に餌付
いてしまったヒグマ、いわゆる問題グマを駆除
しています（図１）。

図２．ヒグマに荒らされた生ゴミ箱

図１．過去10年のヒグマ出動件数、駆除頭数

図３．ヒグマがシャッターを破壊し
倉庫内に侵入した様子

問題グマ

初期対応

　今年もヒグマの目撃・出没が増える季節とな
りました。役場では24時間体制で情報を受け
付けており、夜間でも現場出動できる体制と
なっています。ヒグマ対応は初期対応が大変重
要です。問題グマを作り出さないために、皆さ
んのご協力をお願いします。

　ヒグマは羅臼の自然環境を支える生態系の一部だからです。生態系は海も含め、いわゆる喰う喰わ
れるの世界で、羅臼の漁業資源もその生態系の恩恵を受けて育まれたものです。生態系の一部を取り
除くとバランスがくずれ、何かが増え何かが減る現象が起きます。つまり今の環境を維持できなくな
るのです。今すぐではありませんが、子、孫の世代に、何らかの影響が出る可能性があるのです。
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★どうしてお菓子やジュース類を間食として食べ続けるとダメなの？

★適した間食の回数は？

★適した間食は？

♪８月・９月のありんこ情報♪
☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）

＊�健康ヨーガ教室は事前に申し込みが必要です。３日前までにお申し込みください。
＊�毎週火曜・水曜日の13時～16時30分まで一時預かりを行っています。事前にお申込み下さい。
＊お問合せ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』℡88－1515

８月１日 ありんこ広場　８月３日 すくすく広場　８月６日 ママの日♪　　　８月８日 ありんこ広場
８月13日 お盆休み　　　８月15日 ありんこ広場　８月17日 健康ヨーガ教室　８月22日 ありんこ広場
８月24日 のびのび遠足　８月29日 春松幼稚園訪問　９月３日 ママの日♪　　　９月５日 羅臼幼稚園訪問日
９月７日 すくすく広場　９月12日 おまつりごっこ　９月19日 ありんこ広場　　９月25日 計測
９月26日 ありんこ広場　９月27日 おはなし会　　９月28日 のびのび広場

幼児の間食には栄養補給になるものを与えましょう！

ありんこは毎日月～金
9:30 ～ 11:30 まで
火・水は午後も開放！

　幼児期（１歳～５歳）は大人と比べて胃が小さく、３回の食事では摂りきれない栄養を
補うため、間食（補食）を利用しますが、羅臼町の子どもが早い時期からいちばん多く与えられ
ている間食は「市販のお菓子やジュース類」です。そのため羅臼町では、子どもの時期から肥満
やむし歯の多い状況があります。

① 市販のお菓子やジュース類は糖分・塩分・脂肪分・カロリー等が多く、肥満・やせ・むし歯にな
りやすく、将来、大人になって生活習慣病になる可能性もあります。

②体に必要な栄養素が補えないので発育・発達ざかりの子どもにとってよくありません。
③お菓子やジュース類はお腹が空きにくいため、食事のむら食いや欠食につながります。

　今日から間食（補食）の時間を決めて、�水分補給� ＋ �栄養補給�になる食品にしてみませんか？

・１～２歳まで　１日１～２回を時間を決めて与える
・３～５歳まで　１日１回を時間を決めて与える

（水分補給に
なるもの）
むぎ茶、水、
牛乳

（たんぱく質、カルシウム、ビタ
ミン、鉄を多く含んでいるもの）
乳製品、果物、野菜、大豆製品、
芋類、穀類、卵

（�水分補給�と�栄養補給�になるものを組み合わせる）

～平成30年６月末現在特定健診受診者状況～
対象数：1,505名　受診者数：170名　受診率：11.3％

羅臼町役場 保健福祉課 栄養士
TEL 87-2161

＊お父さんは仕事で日中の参加はなかなか厳し
いことと思います。そんな状況でも沖休みの日
や振休の時など来てくれます。子どもが自立し
ていくためには（自分で考えて行動できる）今
この時期のかかわりがとても大事なのです。子
育ての醍醐味をご夫婦で一緒に味わって下さい。

むぎ茶

プラス

6月27日ミニミニ運動会
お父さんのラジオ体操、ゴールテープお手伝い

ありがとうございました。

「この頃、風呂で遊んであ
がるって言わないんだ
わ！」とパパ。
ついこの前までママから
離れられない長女がやっ
と自分のもとに。笑。

★
あ
り
ん
こ
は
午
前
中
　
　

毎
日
開
放
し
て
い
ま
す
！
★
（
土
・
日
は 

　

お
休
み
で
す
）

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
、
と
に
か
く

い
そ
が
し
い
！
の
で
す
。
夜
泣
き
の
お
子

さ
ん
に
は
寝
な
い
で
対
応
し
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
離
乳
食
が
始
ま
る
と
食
べ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ハ
イ
ハ
イ
や
つ
た
い
歩
き
と
な
る

と
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
泣
く
の
は
わ
が
子

だ
け
？
わ
が
子
だ
け
こ
ん
な
に
手
が
か
か

る
の
？
な
ど
不
安
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
大

丈
夫
！
手
が
か
か
る
子
ほ
ど
い
い
子
な
の

で
す
。
泣
く
子
ほ
ど
伝
え
た
く
て
、
か
か

わ
り
た
い
の
で
す
。
信
頼
関
係
の
土
台
を

築
い
て
い
る
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ
り
ん
こ

に
き
て
下
さ
い
。
い
っ
ぱ
い
わ
が
子
の
か

わ
い
い
姿
を
見
せ
て
下
さ
い
。



7 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

～予約・お問合わせ～　知床らうす国保診療所　℡87-2116

～みんなで育む･みんなの診療所～

知床らうす国保診療所通信

　手塚誠所長は、2010年（平成22年）７月以来（途中一度退職）町立診療所時代からこれまで、
通算約６年を超える期間、町民の健康を支えてこられましたが、残念ながら８月で退任されること
になりました。これに伴いまして、８月１日より常勤医師が決定するまでの間、齋藤孝次（理事長）
が所長となり運営して参ります。
　尚、診療体制は当面の間、齋藤孝次所長の外、孝仁会グループ等からの出張医（小林孝先生、菊
池徹先生、相馬勤先生等）が新たに加わり、羅臼の医療を支えて頂くことになります。
　又、７月以降の診療日程は、可能な限りこれまでの医療サービスと同様の対応をさせて頂きたい
と思いますが当面、常勤医師不在により患者様には大変ご心配やご不便をお掛けすることもあると
思います。今日の医師確保の困難性など、へき地医療を取り巻く環境の厳しさについてご理解を賜
りたく宜しくお願い申し上げます。

　今年も島根県松江市立病院より、2016年（H27年）に松江市立病院と締
結した「研修医の出向契約」により、当診療所が初期研修医を受入れるもの
で、今回で３回目となります。今回、研修医として着任される、高間悠花先
生は、へき地医療を学ぶため約１ヶ月間にわたり当診療所で研修する予定と
なっています。

①7月からの診療体制について

②松江市立病院から今年も初期研修医を受入【８月１日～】

　急な病気やケガをした際、「診療所に行った方がいいのか」「行く
ならば救急車を呼んだ方がいいのか」「自分で病院や診療所を受診
した方がいいのか」「どのぐらい急いで受診した方がいいのか」な
どについて判断するのはなかなか難しいものです。
　しかし、救急車は緊急時に必要なものです。緊急ではない時に救
急車を要請すると、本当に救急車を必要としている人に対し適切な
救命処置等が遅れて、救える命が救えなくなる心配があります。
　町民の皆様も、救急車の適正利用にご協力願います。

③救急車の適正利用
高間　悠花先生

「どうぞ宜しく
お願い致します。」

６年間、町民の健康を支えて
頂きました手塚誠先生

８月１日より、新所長として
就任する齋藤孝次先生
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●
基
本
目
標
１

　
国
は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、

子
ど
も
が
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を

磨
き
、
表
現
力
を
高
め
創
造
力
を
豊

か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く

生
き
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
そ
の
推

進
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
定
め
て
い
ま
す
。（
平
成
13
年
子

ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る

法
律
）

　
羅
臼
町
教
育
委
員
会
で
は
「
北
海
道

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
（
第
４

次
計
画
）
を
参
考
に
、
本
計
画
を
３
月

末
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
計
画
の
特
色
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
地
域
の
課
題
で
あ
る
生

活
習
慣
の
改
善
と
読
書
習
慣
の
定
着
を

結
び
つ
け
な
が
ら
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

２
点
目
は
、
学
校
図
書
館
に
司
書
資

格
を
持
つ
事
務
職
員
を
配
置
し
、
子
ど

も
に
と
っ
て
一
番
身
近
で
あ
る
学
校
図

書
館
の
整
備
を
進
め
、
公
民
館
図
書
室

と
の
協
力
体
制
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
に
は
家
庭
・

地
域
・
学
校
が
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
育
ち
を
支
え
る
読
書
環
境
づ

く
り
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　
羅
臼
町
の
子
ど
も
達
が
読
書
を
通
じ

て
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に

付
け
て
い
け
る
よ
う
読
書
活
動
の
推
進

と
環
境
整
備
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
を
通
じ
た

社
会
全
体
で
の
子
ど
も
の
読
書
活
動

の
推
進

推
進
方
策
①

家
庭
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進

　
テ
レ
ビ
や
メ
デ
ィ
ア
の
時
間
を
見
直

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
合
せ
た
家
族

と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
本
に
ふ
れ
る
体

験
を
持
つ

具
体
的
施
策
・
事
業

　
絵
本
リ
ス
ト
の
配
付
、
読
み
聞
か
せ

事
業
、
ら
う
す
寺
子
屋kids

、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
、
講
演
会
、
家
庭
教

育
支
援
事
業
な
ど

推
進
方
策
②

地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進

　
地
域
に
あ
る
「
子
ど
も
に
関
わ
る
施

設
」
を
通
じ
て
保
護
者
に
対
し
て
読
書

に
親
し
む
意
識
の
啓
発
を
図
る

具
体
的
施
策
・
事
業

　
移
動
図
書
館
バ
ス
巡
回
・
貸
出
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
の
研
修
会
、
学
級
文
庫
貸
出
、

学
習
活
動
や
読
書
活
動
へ
の
支
援
な
ど

【
講
演
】 「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子
育

て
～
し
お
ち
ゃ
ん
の
絵
本

セ
ラ
ピ
ー
」

【
講
師
】
笑
華
尊
塾　
塩
谷
隆
治
氏

【
日
程
】
10
月
１
日
（
月
）
予
定

【
場
所
】 

羅
臼
小
学
校
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

平
成
30
～
32
年
度

子
ど
も
の
読
書
活
動
な
ぜ
必
要
？

計
画
の
特
色
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
事
業（
予
告
）

★
公
民
館
図
書
室
主
催
★

第１期

羅
臼
町
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
に
つ
い
て

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
た
め
の
取
り
組
み

らうす寺子屋kids
開始年度Ｈ28～

生活習慣の定着、
食育と読書活動を

連動させた事業
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●
基
本
目
標
２

推
進
方
策
③

学
校
等
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進

○ 

読
書
活
動
の
推
進
～
子
ど
も
が
多
く

の
時
間
を
過
ご
す
幼
稚
園
や
学
校
で

年
齢
に
応
じ
た
読
書
体
験
が
出
来
る

よ
う
教
員
や
保
護
者
に
活
用
を
促
す

○ 

学
習
活
動
の
充
実
～
学
校
図
書
館
の

活
用
を
促
す

○ 

読
書
活
動
の
普
及
・
啓
発
～
学
校
図

書
館
だ
よ
り
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

校
内
掲
示
な
ど

具
体
的
施
策
・
事
業

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
読
み
聞
か
せ
活
動
の
連
携
支

援
、「
朝
の
読
書
の
時
間
」
推
進
、
教

育
活
動
に
必
要
な
本
の
購
入
・
貸
出

　
こ
れ
ま
で
学
校
図
書
館
業
務
は
、

校
務
を
担
う
教
員
に
任
さ
れ
て
い
た

た
め
本
来
の
機
能
を
十
分
果
た
す
こ

と
が
難
し
い
現
状
に
あ
り
ま
し
た
。

　
本
計
画
を
よ
り
具
体
的
に
進
め
る

た
め
に
は
鍵
と
な
る
人
が
必
要
と
考

え
、
道
教
委
に
申
請
し
学
校
図
書
館

業
務
を
専
門
に
行
う
事
務
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
司
書
資
格
を
持
ち
公
民
館
図
書
室

に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
る
黒
田
恭
子

さ
ん
が
、
３
校
を
巡
回
し
な
が
ら
業

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
学
校
司
書
の

業
務
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
授

業
に
必
要
な
資
料
の
手
配
、
学
校
行

事
に
因
ん
だ
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
新
聞
記
事
の
掲
示
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
も
手
掛
け
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た

め
の
読
書
環
境
の
整
備

★バーコードを貼る作業などは、各校
ＰＴＡのご協力をお願いいたします。

推
進
方
策
①

地
域
に
お
け
る
読
書
環
境
の
整
備

　
図
書
館
は
、
子
ど
も
が
沢
山
の
本
と

出
会
い
自
由
に
出
入
り
が
で
き
る
公
的

な
教
育
機
関
。
羅
臼
町
に
お
い
て
は
、

公
民
館
図
書
室
が
継
続
的
に
安
定
し
た

運
営
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○ 

読
書
環
境
の
整
備
～
オ
ン
ラ
イ
ン
検

索
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
利
用
促

進
、
読
書
意
欲
の
向
上
を
目
指
す

推
進
方
策
②

学
校
図
書
館
等
に
お
け
る
読
書
環
境
の

整
備

具
体
的
施
策
・
事
業

○ 

資
料
等
の
整
備
～
古
い
本
の
廃
棄
・

更
新
で
魅
力
化

○ 

設
備
等
の
整
備
～
図
書
目
録
の
デ
ー

タ
化

○ 

教
職
員
の
配
置
及
び
効
率
的
な
運
営

～
学
校
司
書
の
配
置
、
資
質
向
上

推
進
方
策
①

関
連
機
関
と
の
連
携
・
協
力

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
わ

る
機
関
や
団
体
に
は
保
育
園
・
幼
稚

園
、
学
校
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
あ
り
、
教
育
委

員
会
や
保
健
福
祉
課
が
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
。

　
子
ど
も
の
生
活
全
般
に
関
わ
る
こ
れ

ら
の
関
係
機
関
や
団
体
と
相
互
に
情
報

交
換
や
交
流
を
深
め
、
子
ど
も
の
自
律

と
家
庭
教
育
を
支
援
し
な
が
ら
読
書
活

動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
。

鍵
と
な
る

学
校
司
書
の
配
置

～�
充
実
に
向
け
た
羅
臼
町
の
取
り
組
み�

～

展示コーナーの設置で本の魅力をアピール

手づくりのPOP

学
校
図
書
館
の
魅
力
ア
ッ
プ
�

推
進
体
制
の
整
備･

充
実

展示コラボ（春松小）
養護教諭と学校司書が

「歯と歯磨きの本展示」

児童に読み聞かせをする
黒田さん
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　今年度も夏季の出水期が訪れようとしています。６月の段階ですでに、九州地方などでは大
雨警報や土砂災害警戒情報が発令された事案が発生しています。町ではそういった事案が発生
する前に情報提供や周知を行える様に努めておりますが、個人でも災害等に対する最新の情報
を収集することが大切です。気象庁のホームページではリアルタイムな気象情報や数時間先の
雨量などがわかりやすく表示されています。今回は気象庁のどのページを見ればどのような情
報を入手できるのか、一部ではありますが説明いたします。

　今回、ご紹介したもの以外にも気象庁のホームページでは様々な気象・防災
情報が掲載されていますので、有事の際にはご利用してみてください。
　気象庁ホームページ　URL：http://www.jma.go.jp/

　土砂災害警戒判定メッシュ情報は、大雨に
よる土砂災害発生の危険度の高まりを、地図
上で５㎞四方の領域ごとに５段階に色分けし
て示しています。常時10分毎に更新してお
り、土砂災害警戒情報や大雨警報等が発表さ
れたときに、
どこで危険
度が高まっ
ているかを
把握するこ
とができま
す。

　洪水警報の危険度分布は、指定河川洪水予
報の発表対象ではない中小河川の洪水害発生
の危険度の高まりの予測を示しており、洪水
警報等が発表されたときに、どこで危険度が
高まるかを面的に確認することができます。

　大雨警報（浸水害）の危険度分布は、短時
間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの
予測をしており、大雨警報（浸水害）等が発
表されたときに、どこで危険度が高まってい
るかを面的に確認することができます。

　250ｍ四方の領域単位で30分先までを５
分間隔で示しています。さらに雨が強く降っ
ている箇所を色分けし、一目で雨の強い区域
を見分けることができます。

あしたへつながる防災知識

土砂災害警戒判定メッシュ情報

洪水警報の危険度分布

大雨警報（浸水害）の危険度分布

高解像度降水ナウキャスト

大雨時に最新の情報を収集するためには
第11弾

QRコード
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　『知床開き』という言葉を初めて聞いたとき（知床開きって？いったい何のことだろう。
海開きや山開きは知っているものの、知床開きっていったいなんのことだろう。漁の解禁日
のこと？）と心の中で模索したことを覚えています。僕の知床開きは、ここから始まりまし
た。まさか町内の祭りのことだとは思ってもみませんでした。
　知床開き前夜祭。まず、驚かされたのは『羅高生によるよさこい』。自信に満ちあふれ、
生き生きした表情や姿に心を打たれました。The青春という感じで、見ているだけで元気を
もらいました。１つのことに熱くなれることは、改めてすばらしいことだと感じました。会
場に到着すると大漁旗が風に揺られており、会場の雰囲気を盛り上げていました。炉端会場
では、羅臼の様々な海産物が焼かれており、食欲をそそる香りと楽しげに会話する声が広
がっていました。おいしさのあまり、きっと会話がはずんでいるだろうなと見ているだけで
も伝わってきました。この日一番驚いたのは、『綱引き大会』。町内対抗のよくある綱引き大
会を想像していたため、強面の面々が綱引きのために専用シューズを揃えていることに驚か
されました。また、どの町内も勝ち気にあふれていて、その迫力に圧倒されました。日が落
ち、暗くなり始めると会場の雰囲気が日中とは様変わり。夜の雰囲気もまた趣があるとしみ
じみ感じました。夜のステージでは、郷土芸能である『知床いぶき樽演奏』が特に心に残り
ました。和太鼓の演奏はよくありますが、樽演奏は初めてだったので、最後まで見続けてし
まいました。「伝統を大切にすること」は、子どもたちの心にもきっと響いているのではな
いかと思います。前夜祭フィナーレをかざる『花火大会』では、夏を先取りという気分にな
りましたが、夜はさらに冷えかなりの寒さでした。しかし、花火が上がっている間だけは寒
さを忘れることができました。やはりそう思えたのは、間近で花火が上がったことや人混み
を気にせずゆったり見ることができたからではないかと思います。
　２日目の当日祭。『千人踊り』からスタートし、色とりどりの浴衣が羅臼町を明るくしま
した。踊っている方々の笑顔が見ている方々の笑顔を誘い、さらに町が明るくなったのでは
ないかと思います。当日祭の最後を飾った木山さんの歌声や人柄には大いに感動しました。
観客の心に響く語りかけは、木山さんの生き方があるからこそなんだろうなと感じました。
自分の生き方はどうだろうかと改めて考え直す機会になりました。
　羅臼町の新たな魅力を感じる２日間となり、来年の知床開きが楽しみになりました。来年
は、今年体験したことを踏まえ、さらに多くの人に来てもらえるよう情報発信に力を入れて
いきたいと思います。

Rausu's  Adventure
～地域おこし協力隊大石が行く　羅臼探険隊～
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町
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
町
民
や
団
体
が
自
ら
の
意
思
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
し

て
い
る
方
々
を
中
心
に
取
り
上
げ
掲
載
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
参
加
下
さ
い
！

　

曇
り
空
の
肌
寒
い
中
、

羅
臼
高
校
生
に
よ
る
「
よ

さ
こ
い
」
か
ら
お
祭
り
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
「
花
火
大
会
」
で
は
、
澄
み
わ
た
っ

た
夜
空
に
、
次
々
に
花
火
が
打
ち
あ
が

り
、
会
場
内
を
魅
了
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
り
ま
し
た
。

　

当
日
祭
で
は
、「
千
人
踊
り
」
か
ら

始
ま
り
「
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
」
と

続
き
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「W
hite Explosion

」「
木
山
裕
策
」

LIV
E

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
歌
声
に

グ
ッ
と
惹
き
つ
け
ら
れ
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
参
加
・
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
今
年
も
素
晴
ら
し
い

「
知
床
開
き
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

第
57
回
知
床
開
き

～
知
床
の
空
に

　
打
ち
あ
が
る
大
輪
～

　
峯
浜
地
区
で
酪
農
を

経
営
し
、
９
戸
で
組
織

し
て
い
る
「
羅
臼
営
農
推
進
組
合
」

は
、
平
成
29
年
度
の
乳
質
改
善
に
お

い
て
顕
著
な
成
績
を
収
め
、
団
体
の

部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
る
努
力
が
報
わ
れ
た

結
果
で
あ
り
、
今
後
更
な
る
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

5月30日㈬

五
連
覇
達
成

乳
質
改
善
最
優
秀
賞

～
羅
臼
営
農
推
進
組
合
～

　
今
年
も
北
海
道
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

（
佐
々
木
康
行
社
長
）
よ

り
町
内
の
自
動
販
売
機
の
売
上
金
の
一

部
「
２
８
３
，
４
０
４
円
」
を
知
床
・

羅
臼
ま
ち
づ
く
り
基
金
の
「
知
床
の
自

然
保
護
・
保
全
に
関
す
る
事
業
」
に
寄

付
し
て
い
た
だ
き
、
寄
付
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付

は
、
平
成
20

年
よ
り
継
続

し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
今

年
で
総
額

「
３
，
５
５

０
，
１
４
７

円
」
の
寄
付

を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

5月30日㈬

継
続
的
な

ご
厚
意
に
感
謝

6月16日㈯・17日㈰



13 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

　

６
月
17
日
に
北
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
北

海
道
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し

た
、
知
床
未
来
中
学
校
の
松ま
つ

山や
ま

夢ゆ
う

希き

さ
ん

（
３
年
）、
野の

地ち

一か
ず

颯さ

さ
ん
（
２
年
）、
村む
ら

田た

颯そ
う
偲し

さ
ん
（
２
年
）
の
３
名
の
選
手
達
が
、
団
体
形
の
部

で
準
優
勝
に
輝
き
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
普
段
は
、
羅
臼
空
手
道
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
る
３
名

で
す
が
、
知
床
未
来
中
学
校
の
代
表
と
し
て
今
大
会
の
出

場
を
果
た
し
、
空
手
経
験
や
学
年
は
異
な
る
も
の
の
、
小

川
雅
勝
監
督
の
指
導
の
下
、
大
会
当
日
は
息
の
あ
っ
た
形

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、

８
月
17
日
か
ら
３

日
間
か
け
て
宮
崎

県
で
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
町
長
表

敬
訪
問
の
際
は
、

「
１
つ
で
も
多
く

の
勝
利
を
目
標
に

頑
張
っ
て
き
ま

す
。」
と
強
い
意

気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
た
３
名
。
練

習
か
ら
大
会
当
日

ま
で
町
民
皆
さ
ん

で
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

野
球
少
年
団
「
羅
臼
キ
ラ
ー
ホ
エ
ー
ル

ズ
」（
長
谷
川
雄
紀
監
督
）
の
皆
さ
ん
が
来

庁
し
、
７
月
14
日
よ
り
開
催
さ
れ
る
「
第
39

回
ス
タ
ル
ヒ
ン
杯
争
奪
全
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
軟
式
野
球
交
流
大
会
」
に
出
場
す
る
こ
と
を
町
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

　
野
球
少
年
団
は
、
平
成
27
年
秋
に
羅
臼
小
学
校
と
春
松

小
学
校
の
少
年
団
が
統
合
し
、
チ
ー
ム
結
成
３
年
目
と

な
り
ま
す
。
初
の
全
道
大
会
出
場
へ
向
け
、
キ
ャ
プ
テ

ン
の
杉す
ぎ

山や
ま

颯そ
う

汰た

さ
ん
は

「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
プ
レ
ー
し
て

き
ま
す
。」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
出
場
結
果
は

惜
し
く
も
一
回
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
８
月
に
開
催
さ
れ

る
太
陽
新
人
戦
を
目
標

に
、
全
道
で
先
輩
た
ち

が
逞
し
く
プ
レ
ー
す
る

姿
を
目
に
焼
き
付
け
た

後
輩
た
ち
が
バ
ト
ン
を

受
け
継
ぎ
活
動
す
る
そ

う
で
す
。

　
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
知
床
ら
う
す

国
民
健
康
保
険

診
療
所
の
常
勤
医
兼
所
長
の

手
塚
誠
所
長
が
７
月
末
で
退

任
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

中
標
津
警
察
署
よ
り
警
察
検

案
嘱
託
医
と
し
て
、
死
因
究

明
等
の
捜
査
協
力
を
行
っ
て

き
た
こ
と
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
約
６
年
間
に
わ
た
り
、
羅

臼
町
の
医
療
を
支
え
続
け
て

く
れ
た
手
塚
誠
所
長
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

6月21日㈭

6月29日㈮

7月5日㈭

知
床
未
来
中
の
名
を
背
負
い
全
国
へ

「
初
の
全
道
大
会
へ
向
け
」

長
い
間

お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
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整
備
内
容

　
昨
年
か
ら
復
活

し
た
行
灯
行
列
が

今
年
も
高
校
生
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
お
披
露
目
す
る
た
め
、

コ
ー
ス
変
更
を
行
い
、
公
民
館

を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、
役
場
、

道
の
駅
を
経
由
し
、
高
校
校
舎

ま
で
総
勢
97
名
で
町
内
に
灯
り

を
と
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

7月9日㈪

7月6日㈮

む
し
歯
の
な
い
子
の

表
彰
式

平成30年度�年長さんでむし歯のなかったお子さん
住所 対象者氏名 住所 対象者氏名

峯浜町 中
ナカ

谷
ヤ

　友
トモ

香
カ

 ちゃん 礼文町 中
ナカ

谷
ヤ

　龍
リュウ

晴
セイ

 くん
春日町 坂

サカ
本
モト

結
ユ

輝
キ

斗
ト

 くん 緑　町 野
ノ

戸
ト

梨
リ

々
リ

夏
カ

 ちゃん

麻布町
芦
アシ

崎
ザキ

　織
オリ

人
ト

 くん
栄　町

島
シマ

倉
クラ

　一
カズ

遥
ハル

 くん

井
イノ

上
ウエ

　莉
リ

愛
ア

 ちゃん 西
ニシ

本
モト

　早
サ

希
キ

 ちゃん

齊
サイ

藤
トウ

　芽
メ

依
イ

 ちゃん 宮
ミヤ

下
シタ

　花
カ

奏
ナデ

 ちゃん

知昭町

伊
イ

澤
ザワ

　　詩
ウタ

 ちゃん 湯ノ沢町 宮
ミヤ

腰
コシ

　　維
ツナグ

 くん

川
カワ

村
ムラ

　叶
カ

祈
ノ

 ちゃん 岬　町 有
アリ

村
ムラ

優
ユ

樹
キ

菜
ナ

 ちゃん

澤
サワ

　　大
ダイ

悟
ゴ

 くん

山
ヤマ

内
ウチ

　清
セイ

雅
ガ

 くん

　

幼
稚

園
の
歯

科
健
診

で
、
む

し
歯
の
な
か
っ
た
子

の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
、

む
し
歯
の
な
い
お
子

さ
ん
は
16
人
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
生
え
て
く

る
大
人
の
歯
も
、
健

康
に
保
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

第
44
回
羅
高
祭

～
行
灯
行
列

　
今
年
も
実
施
～

　平成27年度に大地みらい信用金庫様から羅臼町の観光振興にと寄付金300万円をい
ただいており、平成29年度にその一部を活用し、道の駅内部の整備をさせていただき
ました。
　道の駅は平成11年に建設以降、内壁塗装の劣化なども進み、毎年少しずつ修繕を行っ
てはおりましたが、現在の来訪者のニーズに合わない部分もあり、新たな整備が必要と
されていたところです。そのような中、大地みらい信用金庫様から寄付をいただき、そ
の活用方法について関係団体と協議した結果、要望はされていたものの手つかずであっ
た道の駅内の整備に活用することとなりました。内容としてはコインロッカーの設置や
トイレの洋式化等です。これらを整備できたことで、道の駅の観光拠点
化が一層進み、来訪者の利便性が向上することとなりました。
　寄付金残額については、今後も道の駅内の整備等に利用させていただ
く予定となっております。

・コインロッカー設置　137千円
・トイレ洋式化　1,237千円
・観光案内所アコーディオンカーテン設置　295千円
・壁面補修ホワイトボード整備　562千円
・パンフレットラック設置　40千円　　　合計2,271千円

大地みらい信用金庫からの寄付で道の駅備品を整備
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≪お問合せ先≫
役場税務財政課　TEL８７－２１１３

「町税及び国保税の第１期分の納税は、お済みですか？」
　平成30年度分の町税及び国保税の第１期分の納税は、お済みです
か？
　納期限を過ぎて納税した場合、遅れた日数に応じて延滞金が加算される
場合がありますので、納付がお済みでない方は至急納税するようお願いいた
します。
「町・道民税は特別徴収が便利です！」
　根室振興局と羅臼町では、従業員の利便性向上と税負担の公平を図るため、特別徴収の拡大に
向けた取組みを進めています。

　町・道民税の特別徴収とは、事業主が、所得税の源泉徴収と同様に、納税義務者である従業員に
代わって毎月支払う給与から町・道民税を徴収し、役場に納入していただく制度です。
　所得税のように税額計算等をする必要がありませんし、従業員の方々にも様々なメリットがあり
ますので、特別徴収を未実施の事業主の方は、特別徴収への切替えをお願いします。

・１回あたりの負担が少なくなります。
　 １年分の納税が１２回に分けられ、普通徴収（年

４回）に比べて納めやすくなります。
・ 金融機関や役場窓口等へ納税に出向く手間がか

かりません。
・ 毎月の給与から天引きされますので納め忘れが

なく、滞納や納税証明が発行できないことを防
ぐことができます。

○
受
付
期
間

　
７
月
２
日
（
月
）
～
８
月
24
日
（
金
）

　
※ 

電
子
申
請
に
よ
る
場
合
は
８
月
24
日

（
金
）
の
午
後
５
時
30
分
ま
で

○
試
験
日

　
９
月
17
日
（
月
・
祝
）

　
※
中
標
津
警
察
署
で
受
験
可
能
で
す

○
採
用
予
定
人
員

　
男
性
Ａ
区
分　
45
名
程
度

　
女
性
Ａ
区
分　
10
名
程
度

　
男
性
Ｂ
区
分　
１
１
０
名
程
度

　
女
性
Ｂ
区
分　
35
名
程
度

○
募
集
区
分

　
・
男
性
・
女
性
Ａ
区
分

　
　

 

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
。）
等
を
卒
業
し
た
方

（
平
成
31
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方
を
含
む
。）

　
・
男
性
・
女
性
Ｂ
区
分

　
　

 

Ａ
区
分
以
外
の
方

○
募
集
年
齢

　

 

Ａ
・
Ｂ
区
分
と
も
昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

　
（ 

平
成
31
年
４
月
１
日
で
18
歳
以
上
33

歳
未
満
）

○
問
合
せ
・
願
書
配
布
先

　

 
中
標
津
警
察
署
警
務
課
（
☎
０
１
５
３

―
７
２
―
０
１
１
０
）

○
願
書
受
付
先

　
中
標
津
警
察
署

　

 

北
海
道
警
察
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー
（
郵

送
も
可
）

〈７月〉　７月31日（火）午後７時まで
〈８月〉　８月31日（金）午後７時まで
　※７・８月は、休日窓口を休止いたします。

【７・８月の夜間窓口】

町・道民税の特別徴収とは

従業員の方々のメリット

【�

知
床
未
来
中
学
校
備
品

ス
リ
ッ
パ
収
納
棚
】

　
㈲　
な
り
た　
様

�

【
道
の
駅
知
床
・
ら
う
す
設

　
置　
ベ
ン
チ
４
台
】

　

 （
一
社
）北
海
道
建
築
士
会

中
標
津
支
部　
様

 

知
床
・
羅
臼
ま
ち
づ
く
り
基
金

【�

そ
の
他
、
目
的
達
成
の
た

め
に
町
長
が
必
要
と
認
め

る
事
業
】

　
加
藤　
隆
榮　
様

【�

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活

力
あ
る
産
業
の
ま
ち
に
関

す
る
事
業
】

　
宗
教
法
人

　
念
法
眞
教　
様　

（ 

平
成
30
年
５
月
11
日
～

７
月
10
日
受
付
分
掲
載
）



編集／羅臼町 企画振興課 企画振興係
　　　〒086-1892 目梨郡羅臼町栄町100番地83
　　　☎0153-87-2114
　　　http://www.rausu-town.jp/世界自然遺産のまち・知床羅臼町

編集後記

わたくしたちは、雄大な知床連峰と、オホーツ
クの海原の大自然にはぐくまれた、羅臼の町民
です。
●自然を愛し先人の強い意志をうけつぎます。
●健康で明るくたのしい家庭をつくります。
●教養を高め、豊かな情操を育てます。
●仕事に誇りをもち、はたらく喜びに生きます。
●子どもたちの夢と、若い力を育てます。

人 の 動 き 羅臼町民憲章
（昭和45年9月15日制定公示）

赤ちゃん誕生おくやみ申し上げます （敬称略）（敬称略）

　
俳
句
同
好
会
「
羅
臼
い
さ
り
火
吟
社
」
で
は
投
句
を

募
集
致
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
送
付
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
　
〒
０
８
６
―
１
８
２
３　
羅
臼
町
栄
町

羅
臼
い
さ
り
火
吟
社　
宮　
腰　
　
　
實

（
電
話
０
１
５
３
―
８
７
―
３
７
５
８
）

　今年の知床開きでは、キレイな花火を観ることができ感激し
ました。会場内では、音楽に合わせて打ち上げられる花火を楽
しむことができます。今年の楽曲は、思わず口ずさみたくなる

「コブクロ」の「流星」でした。この日にカラオケに行かれた
人は歌わずにはいられなかったのではないでしょうか。
　８月に差し掛かり、本格的な夏が到来します。短い羅臼の夏
をそれぞれ怪我なく楽しんで過ごしてください。（Ａ）

■広報らうす 平成30年７月号

６月例会句
平成30年６月

オ
フ
ィ
リ
ア
の
流
れ
し
川
か
花
筏	

悠　

羅

新
茶
汲
む
職
退
ひ
て
は
や
三
月	

鹿　

山

隣
家
よ
り
弧
老
も
招
き
新
茶
淹
る	

泥　

舟

八
女
新
茶
方
丈
香
華
の
香
を
残
し	

羅　

牛

白
南
風
や
岬
へ
急
ぐ
ク
ル
ー
ザ
ー	

英　

美

潮
風
や
葉
桜
の
揺
れ
お
さ
ま
ら
ず	

日　

奈

平成30年６月末現在　（　）内は平成30年５月末対比
人口　5,080人　（－� 7）　男　2,516人（－� 8）
世帯　2,071世帯（＋� 1）　女　2,564人（＋� 1）


